
あ
な
た
は
自
分
の
土
地
・
建
物
の
こ
と

知
っ
て
い
ま
す
か
？

１
．義
務
化
の
ポ
イ
ン
ト

　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、

相
続
や
遺
贈（
遺
言
に
よ
り
相
続

人
に
財
産
を
譲
る
も
の
に
限
る
）

で
不
動
産
の
取
得
を
知
っ
た
日

か
ら
、
３
年
以
内
に
相
続
登
記

の
申
請
を
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
①

　

�

正
当
な
理
由
な
く
相
続
登
記

の
申
請
を
怠
る
と
、
10
万
円

以
下
の
過
料（
金
銭
の
納
付
を

命
じ
る
罰
則
）の
対
象
と
な
り

ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
②

　

�

令
和
６
年
４
月
１
日
以
前
の

相
続
も
義
務
化
の
対
象
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
③

　

�

相
続
人
申
告
登
記
が
新
設
さ

れ
ま
す
。

相
続
人
申
告
登
記
と
は
…

　

複
数
人
の
相
続
人
が
い
る

場
合
に
、
遺
産
分
割
協
議
が

ま
と
ま
っ
て
い
な
い
段
階
で
、

不
動
産
ご
と
に
ひ
と
ま
ず
、

①
登
記
簿
上
の
所
有
者
に
つ

い
て
相
続
が
開
始
し
た
こ
と
、

②
自
ら
が
そ
の
相
続
人
で
あ

る
こ
と
を
登
記
官
に
申
し
出

る
こ
と
で
、
相
続
登
記
の
申

請
義
務
を
果
た
し
た
も
の
と

み
な
す
制
度
で
す（
注
）。

　

な
お
、
相
続
人
申
告
登
記

の
詳
細
は
、
法
務
省
で
検
討

中
で
す
。

２
．義
務
化
の
理
由

　

相
続
登
記
の
申
請
義
務
化
に

関
し
て
、
熊
本
地
方
法
務
局 

不

動
産
登
記
部
門 

青あ
お

木き

久ひ
さ

幸ゆ
き

次
席

登
記
官
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ
．な
ぜ
相
続
登
記
が
義
務
化
さ

れ
る
の
で
す
か
。

Ａ
．相
続
登
記
が
さ
れ
な
い
こ
と

に
よ
り
所
有
者
が
分
か
ら
な
い
、

ま
た
は
所
有
者
が
分
か
っ
て
も

そ
の
所
在
が
分
か
ら
な
い
土
地

を「
所
有
者
不
明
土
地
」と
い
い

ま
す
。
全
国
に
お
け
る
そ
の
面

積
は
、
九
州
の
面
積
に
匹
敵
す

る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
所
有
者
不
明
土
地
は
、

利
用
や
管
理
が
困
難
で
あ
る
た

め
、
公
共
事
業
や
災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興
、
ま
た
、
民
間
取

引
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
消
す
る

た
め
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
．所
有
者
不
明
土
地
の
問
題
を

解
消
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
法
律
が
で
き
た
の
で
す
か
。

Ａ
．令
和
３
年
４
月
21
日
、「
民

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

と「
相
続
等
に
よ
り
取
得
し
た
土

地
所
有
権
の
国
庫
へ
の
帰
属
に

関
す
る
法
律
」が
成
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
２
つ
の
法
律
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
所
有
者
不
明
土
地
の「
発

生
予
防
」と「
利
用
の
円
滑
化
」の

両
面
か
ら
対
策
す
る
こ
と
で
す
。

Ｑ
．具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な

対
策
で
す
か
。

Ａ
．１
つ
目
と
し
て
、
登
記
を
促

す
た
め
不
動
産
登
記
制
度
を
見

直
し
、
相
続
登
記
の
義
務
化
に

加
え
て
、
住
所
な
ど
の
変
更
登

記
申
請
も
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
今
後
、
手
続
き

の
簡
素
化
・
合
理
化
が
図
ら
れ
、

発
生
予
防
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

２
つ
目
と
し
て
、
こ
ち
ら
も

発
生
予
防
の
た
め
、
土
地
を
手

放
す
た
め
の「
相
続
土
地
国
庫
帰

属
制
度
」が
創
設
さ
れ
ま
す
。

　

３
つ
目
と
し
て
、「
土
地
・
建

物
に
特
化
し
た
財
産
管
理
制
度

の
創
設
」、「
共
有
制
度
の
見
直

し
」、「
遺
産
分
割
に
新
た
な

ル
ー
ル
導
入
」な
ど
、
民
法
の

ル
ー
ル
が
見
直
さ
れ
、
土
地
利

用
の
円
滑
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

所
有
者
不
明
土
地
を
な
く
す

こ
と
は
、
土
地
を
有
効
に
利
用

し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と

で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
４
月
１
日
、
相
続
登
記
の
申
請
の
義
務
化
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

相
続
登
記
は
、
自
身
や
家
族
が
不
動
産（
土
地
や
建
物
）を
所
有
し
て
い
る
場
合
に
、

必
ず
付
い
て
回
る
問
題
で
す
。
制
度
の
内
容
を
、
よ
く
理
解
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
も
令
和
５
年
度
か
ら
順
次
、
不
動
産
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。
主
な
変
更
点
を
紹
介
し
ま
す
。

熊本地方法務局
不動産登記部門

青木久幸 次席登記官

相続登記の申請が
義務化されます

（
注
）遺
産
分
割
協
議
が
成
立
し
た
場
合

は
、
そ
の
日
か
ら
３
年
以
内
に
相
続
登

記
の
申
請
を
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。


